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 1920年代半ば、量子力学建設期のヨーロッ
パに留学した理化学研究所研究員・杉浦義
勝（1895-1960）は、この分野で影響力の
ある成果を挙げて帰国し、日本に量子力学
を移入する上で大きな役割を果たした。杉
浦の手紙類や原論文、講義録にあたること
により、このことを具体的に示していく。
「日本に量子力学を伝えたのは仁科芳雄」
が通説であるが、仁科・杉浦とすることに
より、量子物理学の日本への移入と展開の
歴史に新たな見通しが得られることも指摘
する。杉浦は戦後、日本初の私立大学理学
部を立教大学に創設した人物でもあった。 
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